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第2次船橋市文化振興基本方針の施策体系

基本目標 基本目標の概要 施策 施策の概要 関連事業

基本目標Ⅰ
気づき始まる

■ 文化・芸術に関する情報を広く把
握する。
■ 情報発信により、船橋の文化への
関心を高める。
■ 身近な場所で文化に気軽に触れ
る機会を増やす。

施策①
文化・芸術に関する情
報を効果的に届ける
仕組みの構築

● 市内の文化に関する情報の集約に努
め、情報発信を強化します
● ターゲットに合わせた“届く情報発信”に
より、各種事業への参加を促します

文化イベント情報紙「BUNBUN Funabashi.」
地域の生涯学習情報の収集と発信
船橋市役所 特案係
ふなばしロケーションズ　「ふなロケ」
魅力発信サイトFUNABASHI Style

施策②
気軽に多様な文化に
触れることができる機
会の提供

● 各施設の特性に合った文化事業を展
開します
● 身近な場所で文化・芸術に触れる機会
を創出します

地域ふれあいコンサート
船橋市所蔵作品展
船橋市文化活動普及事業
ロビーコンサート
市民ギャラリー・茶華道センター主催事業
市民文化ホール主催事業
市民文化創造館（きららホール）主催事業
吉澤野球博物館資料展示室
(企画展/常設展示入れ替え)
ふなばし市民活動フェア
船橋市バーチャル美術館
食育推進事業

基本目標Ⅱ
学び楽しむ

■ 誰もが文化に親しめるような機会
や場を充実させる。
■ 地域における文化活動を支援す
る。
■ 魅力ある文化事業を推進する。

施策①
あらゆる人々が文化・
芸術活動に参加でき
る環境の整備

● 施設や事業におけるハード・ソフトのバリ
アフリー化を進めます
● いつでもどこでも文化・芸術を楽しめるよ
うな取組を進めます

船橋市文学賞/文学講座
各種芸術文化事業の主催及び共催
ふなばし市民大学校
ふなばし市民まつり
ふなばし三番瀬クリーンアップ
ふなばし環境フェア
セミのぬけがら調査

施策②
文化・芸術の本質を
尊重しつつ、時代の要
請に対応した事業の
展開

● コロナ収束後を見据えた事業を展開し
ます
● 他分野との連携を目指した事業に取り
組みます

ふなばし音楽フェスティバル
ふなばしミュージックストリート
まちかど音楽ステージ
資料のデジタル化及び公開事業
郷土資料を活用した事業

基本目標Ⅲ
育みつながる

■ 船橋の歴史、自然や文化を学ぶ
機会を充実させる。
■ 「ふるさと船橋」を大切にする気持
ちを育む。
■ 文化の担い手を育て、持続的に地
域の魅力を高める。

施策①
子供が文化・芸術に
親しみ、心豊かに成長
するための取組の充
実

● 学校での文化に関する教育を支援しま
す
● 文化事業を通じて子供たちが主役とな
る場を提供します

音楽のまち・ふなばし 千人の音楽祭
ハッピーサタデー事業
楽器貸与事業
造形作品展
夢・アート展
小・中学校音楽教育合唱委託事業
学校音楽鑑賞事業
小・中・特別支援学校書写展覧会
船橋市文化部活動指導員派遣事業
遺跡・文化財学習の推進

施策②
文化事業への参加を
通じて、市民が地域や
社会とのつながりを持
てる仕組みの構築

● 文化事業を通じた社会的交流を促進し
ます
● 子供から大人まで幅広い文化の担い手
育成に努めます

文化団体意見交換会
学習成果の活用支援（仮）
障害者週間記念事業（作品展）
姉妹都市等交流事業
市民主体の国際交流支援事業
相互理解促進事業

基本目標Ⅳ
活かし伝える

■ 市民自らが文化の発信者となるよ
うに支援する。
■ 船橋の文化を市民の宝として市内
外に伝えていく。
■ 船橋の文化資源を保護し、未来に
つないでいく。

施策①
各地域の文化資源を
活用する取組の充実

● 各地域に残る文化財の調査・研究とそ
の活用を進めます
● 誰もが地域の文化資源に触れられるよ
うな取組を推進します

埋蔵文化財普及事業
文化財普及事業
郷土資料館主催事業
（展示事業・教育普及事業）
21世紀のデジタルプロジェクト
飛ノ台史跡公園博物館主催事業
（展示事業・教育普及事業）
ふなばし市民力発見サイト
船橋市デジタルミュージアム

施策②
地域の有形・無形の
文化財を大切に守り、
次世代へ継承する仕
組みの構築

● 地域の文化財を保護し、消失を防ぐ取
組を推進します
● 地域の文化資源を市民の財産として継
承できる環境を整えます

取掛西貝塚保存事業
埋蔵文化財保護事業
文化財調査事業
文化財保護事業


